
必要なものは各自・家庭で異なります。
家族で必要な物を備えましょう！

最低３日分、できれば７日分を
備えましょう！

日常使うものを多めに買い備え、使った分を
買い足すローリングストックを行いましょう！

ケージなどに慣らしておく、
トイレを決められた場所でさせる等、
日頃のしつけが災害時に役立ちます！

ペット用の備蓄をしましょう！ 吹田市 ペット避難 検索も

避難時にすぐに取り出せる場所に用意するもの！ ライフラインが止まった場合の生活を支えるもの！

□ 飲料水・携帯食

□ 懐中電灯（予備の電池も）

□ 携帯電話充電器/モバイルバッテリー

□ 軍手/ホイッスル/ヘルメット

□ 携帯トイレ/ポリ袋/カイロ/下着

□ 不織布マスクなど感染症対策グッズ

□ ３日分の非常食/水

□ 簡易トイレ

□ カセットコンロ/ガスボンベ

□ 水タンク/使い捨ての皿・コップ

□ 毛布/タオル/ウェットティッシュ

□ 不織布マスクなど感染症対策グッズ

こんな用意も必要です‼

［乳幼児や妊婦がいる家庭］

ミルクや哺乳瓶、おむつ、母子手帳など

［要介護者のいる家庭］

障がい者手帳やおむつなど

☑

☑

☑

☑

☑
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※一時避難地とは？
大きな地震後の地震活動（余震等）などの二次災害に備えて、自主的に避難する
ところです。（小中学校のグラウンドや公園など）

自宅周辺の一時避難地を確認しましょう！

※避難所とは？
地震などにより家屋が全半壊、全半焼した場合に緊急的に避難する場所、また風
水害のときには事前避難ができるように、市が必要に応じて開設するところです。
（小中学校や公民館など）

避難所までの経路を確認しましょう！

夜間や休日などに災害が発生した場合は、あらかじめ決められた市職員が、
避難所の初動対応や情報伝達などを行います。

どこに避難するか、家族で話し合いましょう！！

避難所は、施設管理者が開設します。

避難所の開設が長期化すると、

地域の皆さんの力が必要となります。 避難所開設時に
掲示されます！

☑

☑

☑


